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令和４年度第１回八千代市庁舎整備検討部会 会議録（要点録） 

 

日時：令和４年１２月９日（金） 

１３時１０分～１４時１０分     

場所：上下水道局庁舎２階会議室  

 

１．開会 

・ 委員数の２/３ 以上の出席により、本会議は成立している。（事務局） 

  

２．議題 

⑴ 基本設計における平面レイアウトについて 

① 事務局より説明 

  これまでの庁舎整備の経緯を説明。 

職員ワークショップ及び関係会議体からの意見の基本設計図への反映につい

て，事務局案を説明。 

② 意見・質疑応答 

・ 母子保健課長より，母子保健課の本庁配置の必要性や本庁舎に配置された場合

の検診，イベント時対応等について説明。 

・ ABW の運用について，窓口や電話対応が多い部署から不満が出るのではないか

との心配がある。 

Ｑ．母子保健課が本庁配置された場合，健康づくり課から距離が離れることになる

が，連携上の問題は生じないか。 

Ａ．健康づくり課は成人，母子保健課は子どもと対応範囲が分かれているため，問

題は生じない。 

Ｑ．コピー機の設置については，設計ではスペースの確保のみで，コピー機自体を

各階に 1台ずつ導入するかは，今後考えていくという認識でよいか。 

Ａ．お見込みのとおり。 

・ コピー機の設置は，利用者から使用料を徴収しても，設置コストが回収できず，

市の負担が大きいのではないかとの意見があった。 

Ｑ．課の配置は本日提示されたレイアウト案で決定か。 

Ａ．現在，本庁に配置されている課が新庁舎に収まるかを確認するために仮配置し

ているに過ぎない。 

  仮配置の段階であるので，機構改革等により変更の可能性は十分にある。 

Ｑ．特に平面レイアウト３階に各部が入り乱れているように感じる。 

Ａ．各課にヒアリングを行った上で配置している。 

スペースが限られているため，各部入り乱れてしまっている場所もあるが，庁

舎整備検討委員会においてもご理解はいただいている。 

Ｑ．別館に保健センター機能を移転するという議論が他会議体においてなされてい

るが，もし別館に保健センター機能を移転することとなった場合にも母子保健課

は新庁舎に配置するのか。 
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Ａ．母子保健課からも保健センター内にいる必要性はないという説明もあったので，

母子保健課は本庁に配置したいと考えている。 

Ｑ．母子保健課が入るスペースの会議室や相談室はどこか代わりに配置するのか。 

Ａ．会議室を他の場所に確保することは難しいため，相談室や他の階の会議室を活

用してほしい。 

なお，新庁舎では，会議室の数や面積は現状よりも増やしている。 

Ｑ．本庁に母子保健課が入った場合，保健センターで検診等を行う際にはどうする

のか。 

Ａ．保健センターに職員が出向いて検診等の対応を行うため，執務室と会場が離れ

ていても問題ないと伺っている。 

Ｑ．レイアウト案は書類の電子管理や電子決済を前提にしているのか。 

Ａ．総務部として，行政手続きのオンライン化は情報管理課と連携して進めており，

レイアウト案についてもある程度，来庁者が減少することを前提としている。 

また，文書管理システムの導入も令和７年を目標に進めている。 

 Ｑ．敷地レイアウトについて，広場や通路はこれで決定か。 

Ａ．新庁舎・広場周辺はレイアウト案のとおり進めようと考えている。 

Ｑ．ハミングロードからの歩行者動線と車道の交差はない方がよいのではないか。 

Ａ．ハミングロードからの歩行者動線と車道が交差することはやむを得ない。 

車道側に一時停止の表示等をすることで対応したい。 

新川大橋通りからの入口については，議会等より現状の場所に維持してほしい

との要望も出ているため，レイアウト案のとおりとなっている。 

Ｑ．上下水道局跡地に整備予定の駐車場を一般に開放する予定はあるか。 

Ａ．上下水道局跡地については，基本的には公用車駐車場にと考えているが，新庁

舎完成後に，既存庁舎解体を行う際には来庁者駐車場とすることも考えている。 

Ｑ．市役所敷地―上下水道局跡地駐車場間の横断歩道設置は考えているか。 

Ａ．過去に警察との協議を行ったが，交差点からの距離により横断歩道の設置がで

きない。 

横断歩道を使用する案内の徹底や優先駐車場の設置で対応したい。 

 

３．総括 

職員ワークショップ意見及び関係会議体意見の基本設計への反映については，事務

局案のとおり上部委員会である庁舎整備検討委員会に報告する。 

 

 ４．閉会 


